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あいあいつうしん 
 

 

 

 

  

晴れた日は爽やかな青空の広がる季節。秋らしい、過ごしやすい日が増えて

きましたね。今年度は、野菜の苗や果物の実などの自然物をゆっくり観察する

活動を続けています。「柿の実は、丸くてつるつるしてるね」「葉っぱは固いよ」

など丁寧に言葉を添えながら、子どもたちと一緒に触ったり拡大したりしなが

ら観察をしています。新しい発見が、もっと知りたいという気持ちへとつなが

っていきますね。ぜひ、おうちでも何か自然物の観察ができるといいですね！   

秋の風に乗せて、今月のつうしんをお届けします。  

  

          

 

１０月の予定（児童） 
27 日（水）・8 日（木）  京都府立盲学校  見学会（保護者対象）  

21 日（水）・22 日（木）・23 日（金）  

あいあい教室  放課後等デイサービス説明会（保護者対象）  

21 日（水）  ひよこクラブお遊び会（14：30～16：00）  

9 月下旬～11 月上旬  前期個別懇談  

※新型コロナウィルスの感染状況により予定を変更することがあります。  

 

※10月25日（日）に予定されていた「ライトハウスまつり」は、新型コロナ

ウィルス感染拡大防止のため中止になりました。  

 

※第42回視覚障がい乳幼児研究大会「大阪大会」は、11月15日（日）にZoom

を使用したオンライン開催を予定しています。（参加締め切りは10月30日に

なります。詳細は「視覚障がい乳幼児研究会」のホームページをご覧ください。） 
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編集 京都ライトハウス 

視覚支援 あいあい教室 

TEL：075-462-4462 
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aiai@kyoto-lighthouse.or.jp 

★ホームページ版 「あいあいつうしん」 がご覧になれます★ 

京都ライトハウスのホームページ内、あいあい教室のページから「あいあいつうしんWeb版」の     

コンテンツにアクセスしてください。写真がカラーで掲載されています。Web版もぜひご覧ください！ 

「院長、ワクチンできたの？」 

「今、頑張ってるんや！」  
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４ .18 日（金）    

『視覚障がい疑似体験会』のご案内 
アイマスクや弱視シミュレーションメガネを使った視覚障がい疑似体験を

通して、子どもの見え方や困り感、必要な環境面の配慮、適切な支援などにつ

いて考えていきましょう。  

日  時：11月６日（金）／11月10日（火）14：30～16：30 

11月７日（土）10：00～12：00  

場  所：ライトハウス４階  あけぼのホール  

対  象：並行通園先（地域の保育園・幼稚園・こども園・通園施設等）の先生方  

※三密を避け、各日の定員は20名程度とさせていただきます。  

※別紙で並行通園先へご案内をお渡ししています。  

 

 

 

年長児 保護者の皆さんからのメッセージ 
先月号に引き続き、年長さんの保護者の方から、卒園に向けて心温まるメッ

セージをいただきました。皆さん、どうもありがとうございました！  

 

その３  Ｅ  さん  

あいあい教室の先生方には、いつもＥ
．
がお世話になりありがとうございま

す。Ｅ
．
は産まれてすぐにダウン症の可能性があると告げられ、夫婦で涙を流し

た事が昨日の事の様に思います。そんな事とは裏腹に、時にビックリする様な

事ができる姿を見せてくれる事もあり頼もしい限りです。いつも木曜に「今日

は？」と聞くと嬉しそうに「あいあい！」と答えてくれ、あいあいに行くのを

楽しみにしています。あいあいでした事を聞くと色々たくさんお話をしてくれ

るのですが、まだまだ発語がはっきりしないために聞き取ってあげる事ができ

ず、親として少し情けないなと反省したりしてます。あいあいでは年長さんと

してみんなにお手本を見せたりもしてるそうで、いつの間にか成長してるんだ

なと感じるとともに、卒園が近づいている事が寂しくも思います。  

これまで沢山の方々に支えられて、Ｅ
．
は大きくなってきました。色々な方と

の関わりを大切にして、「Ｅ
．
を育てきって見せる！」との思いで、一緒に歩ん

でいきたいです。  

児童  

「ソーシャルディスタンスだから、  

糸電話しよう！」  
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その４  Ｎ  さん  

 あいあいを卒園するにあたって通った３年半を思い返すと、あいあいに通い

始めの頃は母子分離に慣れなくて、Ｎ
．
は家を出る前から「あいあいに行きたく

ない」とよく泣いていました。泣くＮ
．
をなんとか車に乗せ、あいあいに着いて

も母から離れるのを嫌がり泣いていたのを懐かしく思います。  

 生まれてすぐに両目の病気が分かり、１歳になるまでに何度も両目の手術を

繰り返し、凄く大変で忙しい毎日でした。この先どう育てていけば良いのか分

からず不安な毎日でしたが、あいあいで先生方やお母さん達などから色々と学

ぶことができ、子供と共に私達両親もすごく成長させてもらいました。今では

Ｎ
．
が毎週あいあいを楽しみに通ってくれているので嬉しく思います。あと半

年、元気に楽しんで通ってくれたらなぁと思います。  

 小学校では、また新しい環境になり最初は大変に思うこともあると思います

が、Ｎ
．
自身が楽しく過ごしてくれると良いなと思います。  

あいあいに通園できて良かったです。ありがとうございました。  

 

その５  Ｓ  さん  

Ｓ
．
は、眼白子症で、網膜の色素がほとんどなく、遠視性乱視、斜視、眼振が

あり、１歳半から眼鏡をかけて少しずつ矯正をしてきました。２歳からあいあ

い教室に通い始め、まだほとんどお話が出来なかったＳ
．
が、『あいあい』『せ

んせい』という言葉をすぐに覚えて、あいあい教室とお友達が大好きになり、

毎週の通園を楽しみにしていました。かなりの偏食で先生方にはご迷惑をおか

けしましたが、今では給食を完食できるようになり、成長を感じます。私自身

も、先生方や他のお母さん方とお話する事で学ぶことが多く、相談できる場所

が出来て本当に良かったと思います。今年度からは、個別療育に通い始め、Ｓ
．

が苦手な事を一つ一つ丁寧に指導していただき、就学に向けての取り組みを頑

張っています。目が見えにくいことでやりたい事が思うように出来ない事もあ

りますが、小さな時から積み重ねて練習する事によってできるようになった事

もたくさんあります。  

４年間、丁寧にサポートしていただき、家庭や幼稚園ではできない体験をた

くさんさせていただきました。先生方には感謝の気持ちでいっぱいです。本当

にありがとうございました。そして、これからもよろしくお願いします。  

＊今月の一言①＊先日パリ盲学校の触れる写真や DVD を見た。先生の熱意に感動！古川   

「ジョギングしよう！」  
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あいあい放課後等デイ・かわら版  

編 集 人 古 川  千 鶴 〒603-8302 京 都 市 北 区 紫 野 花 ノ 坊 町11 社 会 福 祉 法 人 京 都ﾗｲﾄﾊｳｽ 視 覚 支 援 あ い あ い 教 室 Tel:075ー462ー4462 

 

子どもたちが作った  

風鈴とうちわ  

 
 

 

●●  夏の工作を楽しみました！  ●●  
 

夏の間、放課後デイではいろいろな工作に取りくみました。

今回は、その中で“風鈴”と“うちわ”作りの活動風景をお伝えします。風鈴

の装飾は、障子紙を折り畳んで色水に浸す“折り染め”という手法を用いまし

た。染める場所や色を変えながらくり返して最後に紙を広げると、染まった部

分がきれいな模様に変身！濡れた紙を破らずに開くのは力の調整が要る作業

ですが、言葉掛けを聞いて慎重に行う姿が印象的でした。紙の折り方や色水を

浸す範囲によって絵柄が変わるのがこの手法のおもしろさです。そっと広げて

…「わぁ、きれい！」と嬉しそうな子どもたち。友だちの物と興味深そうに見

比べる姿もありました。  

 うちわ作りは様々な色や手触りの毛糸から好きな物を選び、ポンポンやリボ

ンなどのパーツを作って飾りつけ。ポンポンを作る場面では必要な量がわかり

やすいように、腕を横に広げた長さに毛糸を合わせ、自分の身体を基準にして

測りました。「もっとする！」とたくさん貼ったり、花

火や動物に見立てて作ったり…思い思いに鮮やかな

“夏の風物詩”を完成させていた子どもたちです。  

 活動では風鈴を揺らして鈴の音を聞くことや、うち

わをあおいで風を感じることなど、そのものを実際に

使ってみる体験も大切にしながら取りくみました。季

節が感じられる活動の楽しさを、これからもみんなで

味わっていきたいと思います。  

●●  新職員の紹介  ●●  

9 月から入職した本堂
ほんどう

です。私は今まで名古屋で重度の身体障がいを持つ人

の入所施設、ショートステイ、デイサービスなどをやっている事業所で介護や

相談の支援をしていました。学生の頃に児童福祉に関わる仕事をしていて、そ

の時から憧れがあり、この仕事を選びました。名古屋から来ましたが京都が好

きで、よく遊びに来ていました。子どもと関わるのは久しぶりでなかなか慣れ

ませんが、早くお役に立てるよう頑張りますのでどうぞよろしくお願いします。 

＊今月の一言②＊  春に生まれた甥と 90 歳の祖母が対面。命の尊さを感じたひと時。 椹木
さわらぎ

 

活動風景  

tel:075ー462ー44627
tel:075ー462ー44627

